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◇拡大する国内のオンライン取引
経済産業省「平成30年度我が国におけるデータ駆

動型社会に係る基盤整備（電子商取引に関する市場調
査）報告書」によると、国内のオンライン取引（イン
ターネットを通じた取引）を含む電子商取引（以下、
EC）の市場規模は、企業向け・消費者向けとも拡大
が続いている。

2018年の企業向け（B to B）EC市場規模は344兆
円となり、15年の287兆円から57兆円増加している。
一方、2018年の消費者向け（B to C）EC市場は18.0
兆円となり、15年の13.8兆円から4.2兆円増加している。

このように消費者向け・企業向けともオンライン取
引は拡大基調にあるが、新型ウイルスの感染拡大に伴
い、県内の事業者のなかでもオンライン取引に注力す
ることで、新たな取引開拓につなげようとするうごき
がみられるようになってきている。

KANAGATAYA（燕市）
農業機械メーカーのフジイコーポレーション（燕

市）では、プレス金型のメンテナンスや修理などに特
化し、そのための商談や受注を原則オンラインで行な
う取り組みを新規事業として始めている。この事業を

「KANAGATAYA」という名称で2020年２月に立ち
上げた。

近年同社では、取引先からの金型のメンテナンスや
修理などの相談件数が過去に比べて多くなってきてい
ると感じていた。この背景の一つとして、金型メー
カーの減少が続くなか、金型の製造元にメンテナンス
や修理を持ち込めずに苦慮する製造業が増えつつある
のではないかと同社では考えた。そこで、これまで

培ってきた自社の金型に関する技術力を活かして、他
社が製造したものを含む金型の修理などに特化した事
業に進出しようと考えたことが「KANAGATAYA」
開始のきっかけとなっている。

具体的には、専用ホームページを作成し、そのホーム
ページからの修理や見積依頼などに対し、原則オンライ
ンで取引を行なう仕組みとなっている。例えば、修理な
どの対象となる金型の写真や動画を依頼主から見せて
もらったうえで、見積書を提示し、商談を進めている。
「KANAGATAYA」の立ち上げから約半年が経過

するなか、問い合わせや見積依頼が徐々に増えてきて
いる。半年間の受注実績の多くが、これまでの同社の
技術力や信頼性に基づく口コミによるものである。同
社は、オンライン取引の利点を活かしつつ、従来の取
引に基づく口コミを大切にしながら、この新規事業を
大きく育てていきたいとしている。

オンラインで商機をつかむ
新型ウイルス禍のなか、オンラインでの取引開拓にうごき

▲KANAGATAYAの専用ホームページ
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